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北陸新幹線（長野・金沢間）および北海道新幹線（新青森・新函館

（仮称）間）の事業再評価の結果について 

 

 

１． 事業の継続の可否に関する意見 

① 北陸新幹線（長野・金沢間）は、事業の継続が妥当と考える。 

② 北海道新幹線（新青森・新函館（仮称）間）は、事業の継続が妥当と考える。 

 

 

２． 付帯意見 

北陸新幹線および北海道新幹線は、昭和４０年代に設定された設計最高速度と

変わらない時速２６０キロメートルを前提として計画されたものである。しかし、

既存の新幹線においても、時速３００キロメートル級の運行が実施されているこ

とや、世界の高速鉄道の動向を踏まえると、将来的に速度向上を図ることを検討

する必要がある。 


